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　堀（1961）は,白山を山麓帯・亜高山帯および高山帯の３帯に区分し，そこに生息する昆虫類全般

について記録しているが，中宮温泉付近の昆虫類について報告されたものは,僅か２～ 3にすぎない

ようである。

　筆者は1973年以来，白山自然保護センターおよび中宮温泉を訪れ，周辺の昆虫相調査を行なってい

るが，今回はこれまでに同定し得た昆虫類と, 2～3の種類の食性について報告したい。

　本文に入るに先だちハマキガ類の同定をしていただいた東北農業試験場奥俊夫博士に対し，感謝の

意を表する。

昆　　虫　　目　　録





数種昆虫の食性について

　筆者の採集した種類のうち，食性について観察でゆたものを記録しておきたい。

　アザミグンバイはアザミの加害昆虫として知られているが，中宮温泉湯谷川原でもアザミの葉上に

多く見出された。

　ニセナミスジキハマキの幼虫は.クマシデの葉を数枚巻いてその内部で葉を食害していた。

　ムラサキカクモンハマキは、これまでポプラやウリハダカエデの加害昆虫として報告されていたが，

自然保護センターの裏山では，リョウブやマンサクの葉を食害していた。

　クロネハイイロハマキは六万山の場合と同様，ウワミズザクラを加害していた。

アイヌギングチバチ Crossocertts aino（Tsukeki）の獲物について

　昭和49年８月25日，中飯場跡近くでアイヌギングチバチの１雌が，腹部末端より自分の体長と略等

しい程の変なものを出して葉上を歩行しているものを発見。これは何かを運んでいると思い直ちにネ

ットに納めた。

　見たところ腹部下面にミヤケシリアゲムシを中脚で保持し，巣に運ぶ途中であったものである。

　常木（1960）は本種の獲物としてオオハサミシリアゲムシを記されたが，もう一度よく調べる必要

があろうと述べられている問題の獲物であったのでここに記録しておく。
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Summary

The material was collectedby the writerin Chugu-Onsen district,the foot of Mt.

Hakusan.

According to his observations,thelarvae of Pseudohedya retracta Falkovitsh fed on

Carpinus japonica Blume, and the larvae of Arohips viola Falkovitsh collectedon 25.

V. 1974, at Chugu-Onsen fed on Clethra barbinervis Sieb.et Zucc. But another popu-

lation of thelatterspeciesfed on Hamamelis japonica Sieb. et Zucc.

On August 25, 1974, he found a crabronid wasp, Crossocerus aino (Tsuneki), carry-

ing a mecopterous prey,at Mt. Rokuman. Her prey was a female of Panorpa tsunekata-

nis IssIkI.
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